
区

画

溝

と

周

溝

墓

-
滋
賀
県
五
村
遺
跡
の
調
査
成
果
を
も
と
に
ー

植

野

浩

三

 

は

じ

め

に

本
稿
で
紹
介
す
る
五
村
遺
跡
は
、
滋
賀
県
東
浅
井
郡
虎
姫
町
に
所
在
す
る
弥
生

時
代
を
中
心
と
す
る
集
落
跡

で
あ
る
。
五
村
遺
跡
は
、
虎
姫
町
い
き
が
い
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
に
伴
い
、
虎
姫
町
教
育
委
員
会

に
よ

っ
て
、

一
九
九
四
年
七
月
か
ら

一

　
　

　

二
月
か
け
て
大
規
模
な
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
速
報
も
出
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は
同
調
査
に
関
係
し
、
発
掘
調
査
と
整
理
作
業
の

一
部
に
加
わ
り
、
参
加
者

　
　

　

と
共
同
で
報
告
書
を

一
九
九
七
年

一
月
三

一
日
付
け
で
刊
行
す
る
事
が
で
き
た
。

五
村
遺
跡
は
、
区
画
溝

で
画
さ
れ
た
中

に
弥
生
時
代
後
期
か
ら
庄
内
式
の
段
階

の
方
形
周
溝
墓
群
が
造
営
さ
れ
、
さ
ら
に
別
の
区
画
の
中

に
は
、
当
地
方
で
は
例

の
少
な
い
庄
内
式
併
行
期
古
段
階
の
張
出

(突
出
)部
を
も

つ
円
形
周
溝
墓
が
築
造

さ
れ
、
き
わ
め
て
良
好
な
墓
域
を
検
出
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
円
形
周
溝

墓
か
ら
は
、
類
例

の
少
な
い
大
型
の
供
献
土
器
や
多
量

の
木
製
品
、
隣
接
す
る
区

画
溝
か
ら
は
円
形
周
溝
墓
の
造
営

・
祭
祀

に
関
係
す

る
と
考
え
ら
れ
る
石
製
品

(石
杵
)が
出
土
し
て
い
る
。
従

っ
て
本
稿
は
、
同
報
告
書
の
抄
訳
を
兼
ね
て
、
特

に
遺
跡
の
特
色

で
あ
る
「区
画
溝
」
に
つ
い
て
整
理
し
て
考
察
し
、
広
く

一
般
に
紹

介
し
て
、
資
料
の
活
用
と
御
批
判
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
報
告
書
を

基
本
と
し
て
、

一
部
修
正

・
加
筆
し
て
報
告
す
る
。
さ
ら
な
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、

是
非
と
も
報
告
書
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
本
稿
は
筆
者

の
み
な
ら
ず
、
発
掘
調
査

・
整
理
参
加
者
の
努
力
と
協
力

の
結
集

で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
き
た
い
。

、
五
村
遺
跡
の
位
置
と
既
往

の
調
査
概
要

五
村
遺
跡
は
、
滋
賀
県
東
浅
井
郡
虎
姫
町
大
字
五
村

・
宮
部
に
所
在
す
る
。
虎

姫
町
は
琵
琶
湖
の
北
東
に
位
置
し
、

一
般
的

に
湖
北
と
呼
ば
れ
る
地
域
で
あ
り
、

南
は
長
浜
市
に
接
し
て
い
る
。
遺
跡
周
辺
は
、
町
の
北
方
に
存
在
す
る
小
谷
山
の

南
方

に
造
り
出
さ
れ
た
独
立
丘
陵
か
ら
緩
や
か
な
平
地
と
な
り
、
遺
跡
の
南
側
約

五
〇
〇
m
に
は
姉
川
が
東
西
に
走
り
、
琵
琶
湖
に
注
い
で
い
る
。
遺
構
面
の
標
高
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は
約
九
三

m
で
あ
る
。
遺
跡

の
周
辺
は
、

ほ
ぼ
平
地
を
呈
し
て
お
り
、
全
体
的
に

西
方
の
琵
琶
湖
に
向
か

っ
て
緩
や
か
に
傾
斜
し
て
い
る
。

五
村
遺
跡
は
、

一
九
六
三
年
に
虎
姫
小

学
校
体
育
館
の
建
設
時
に
最
初
に
調
査

さ
れ
て
遺
跡
と
し
て
認
知
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
今
回
の
調
査
を
含
め
て
計
五
回
の

調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
(第

一
図

・
表

一
)。

一
九
六
三
年
の
虎
姫
小
学
校
体
育
館
建
設

に
伴
う
調
査
で
は
、
弥
生
時
代
後
期

の
住
居
趾
が
四
棟
検
出
さ
れ
、
弥
生
時
代

の
集
落
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

麓
。

一
九
七
九
年
に
は
、
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会

に
よ

っ
て
圃
場
整
備
対
象
地

域
の
水
路
部
分
の
調
査
が
行
わ
れ
、
北
の
地
区

に
お
い
て
方
形
周
溝
墓
を
検
出
し

た
。
さ
ら
に
南
の
地
区
よ
り
巴
形
銅
器
が
出
土
し
、

こ
の
地
区
よ
り
住
居
跡
が
確

　
　

　

認
さ
れ
た
。
巴
形
銅
器
が
出
土
し
た
地
区

は
、
今
回
の
調
査
区
の
南
側
に
隣
接
す

る
が
、
遺
構
等

の
関
係
は
不
詳
で
あ
る
。

一
九
八
四
年
度

に
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
う
調
査
が
滋
賀
県
教
育
委
員

会
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
出
土
し
た
遺
物
は
、
弥
生
時
代
後
期
を
中
心
と
す
る
も
の

　
ら

　

で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に

一
九
九
〇
年
度
に
は
、
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協

　
　

　

会
に
よ

っ
て
虎
姫
小
学
校

の
。フ
ー
ル
建
設

に
伴
う
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。

こ
の

地
点
は
、

一
九
七
九
年

の
調
査
地
と
、

一
九
八
四
年
の
調
査
地

の
中
間
地
点

に
位

置
し
、
遺
跡
の
中
心
部
と
考
え
ら
れ
る
場
所
で
あ
る
。
弥
生
時
代
後
期

の
掘
立
柱

建
物
と
、
庄
内
式
～
布
留
式
期

の
溝

・
土
坑
等
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
北
村

圭
弘

・
中
村
健
二
氏
等
に
よ

っ
て
弥
生
時
代
後
期
か
ら
庄
内
式
期
の
土
器
が
、
虎

　
　

　

姫
中
学
校
と
虎
姫
高
等
学
校
の
南
側

に
お

い
て
表
採
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
既
往

の
調
査
成
果
と
今
回
の
調
査
区
を
合
わ
せ
る
と
、
五
村
遺
跡
は

虎
姫
小

・
中
学
校
を
中
心
と
し
た
地
域
が
居
住
域
と
し
て
比
定

で
き
、
そ
の
北
東

側
に
あ
た
る
今
回
の
調
査
区
を
含
め
た
地
域
が
墓
域
と
し
て
推
定
出
来
る
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
遺
物

・
遺
構

の
確
認
さ
れ
た
地
点
を
結
ぶ
と
、
五
村
遺
跡
の
範
囲

は
虎
姫
中
学
校
の
北
方
約
二
〇
〇
m
を
北
限
に
し
て
、
東
西
約
四
〇
〇

m
、
南
北

約
三
〇
〇

m
の
範
囲
が
想
定
さ
れ
る
が
(第

一
図
)、
そ
の
範
囲
は
拡
大
さ
れ
る
可

能
性
が
大
で
あ
る
。

二
、
主
要
遺
構
の
概
要

今
回
の
発
掘
調
査
で
は
、
円
形
周
溝
墓

一
基
、
方
形
周
溝
墓
九
基
、
溝
状
遺
構

二
九
基
、
土
坑
二
四
基
、
土
墳
墓
三
基
を
検
出
し
た
。
そ
の
配
置
は
第
二
図
の
通

り
で
あ
る
。
調
査
区
に
は
南
北
に
溝
6
が
貫
流
し
、
溝
7
が
南
半
部

の
途
中
ま
で

並
行
し
て
走
り
、
調
査
区
の
ほ
ぼ
中
央
部
で
東
側
に
折
れ
曲
が
り
、
北
東
部
で
も

や
や
南
に
変
換
す
る
。
溝
13
は
、
溝
6
と
平
行
し
て
溝
7
付
近
ま
で
延
び
、
溝
7

の
手
前
約
二
m
の
地
点

で
終
結
す
る
。

溝
7
と
溝
13
に
囲
ま
れ
た
中
に
は
、
方
形
周
溝
墓
群
が
営
ま
れ
る
。
溝
7
に
囲

ま
れ
た
範
囲
に
ー
～
7
号
が
あ
り
、
溝
7
と
13
に
囲
ま
れ
た
中
に
8

・
9
号
が
存

在
し
て
い
る
。
円
形
周
溝
墓
は
、
溝
6
の
西
側
と
溝
15
に
挟
ま
れ
た
中
に
存
在
し
、

方
形
周
溝
墓
と
隔
絶
さ
れ
て
造
ら
れ
て
い
る
。
土
坑
は
不
整
形
な
も
の
が
多
く
、

各
所
に
点
在
し
て
お
り
、
土
墳
墓
は
調
査
区
の
北
西
部
に
集
中
し
て
存
在
す
る
。
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表1五 村遺跡の既往の調査

次数 年度 調査の要因 調 査 主 体 調 査 成 果

1次 1963 虎姫小学校体育館建設 滋 賀県 教育 委 員 会 弥生後期の竪穴住居跡4棟

2次 1979 ほ 場 整 備 事 業 滋賀県文化財保護協会 弥生中期・後期方形周溝墓、住居跡、
巴形銅器

3次 1984 給 食 セ ン タ ー 建 設 滋 賀県 教育 委 員 会 弥生後期包含層

4次 1990 虎姫小学校プール建設 滋賀県文化財保護協会 弥生後期～布留式期溝、掘立柱建物

目

[]

一漁 墜

薗 臨 副 ㎜
虎姫小学校

o
虎姫中学校

巴形銅器出

虎姫高校[」

』

'居・・

o」
日ヨi_占ii日20Qm

構 露 鞭5躍
轟

圏 第1次 調査区

團 第2次 調査区

匿ヨ第3次 調査区

團 第4次 調査区

皿皿今回調査区

図 弥生後期高杯採集地点

第1図 五村遺跡の既往の調査と遺跡推定範囲
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(
1
)
円

形

周

溝

墓

隅

丸

方

形

に
近

い
不

整

円

の
円

丘

部

に
、

短

く

突

出

す

る
張

出

部

を
付

け

て

い

る

(
第

一
、図

)
。

、平

面

形

は

「
団

扇

形

」
を

口E
す

る

が

、

周

溝

は

ほ

ぼ
円

形

に
巡

る

た

め
、

円

形

周

溝

墓

と

し

た
。

円
丘

部

は
、

西

側

の
張

出

部

付

近

に

お

い

て
特

に
直

線

的

に
な

る

。

張

出

部

は
極

端

に
短

く
、

若

.卜

外

側

に
拡

が

る

が
、

基

本

的

に
は

長

方

形

を

呈

す

る
。

周

溝

墓

の
L

面

は

ほ

ぼ

、平

坦

で
あ

り
、

明

確

な

セ

体

部

は
検

出

で
き

な

い
。

同

部

に

は
L

坑

が
存

在

す

る

が

、

直

接

の
髭

体
部

と

は

い
え
な

い
。

周

囲

に
周

溝

が

巡

っ
て

い

る
。

ほ

ぼ

円

形

に
近

く

全

周

す

る
が

、

張

出

部

に

さ

し

か

か

る
付

近

か

ら

、

周

溝

の
幅

が
若

、「
広

く

な

り

、

一
日
、張

出

部

で
収

束

す

る
。

そ

し

て
、

両

者

の
溝

の
内

側

に
、

僅

か
幅

○

・
、
、
m
、
深

さ
○

・
.
」
m
の
溝
を

掘

っ

て
連

結

さ

せ

て

い

る
。

こ

の
溝

は
他

の

周
溝

と

は

異

な

り

、

張

出

部

先

端

部

を

区

画

す

る
小

規

模

な

も

の

で
あ

る
。

円

形

周

溝

墓

の
規

模

は
、

張

出

部

を
含

め

た

全

長

が

、八

m
と

な

り
、

円

丘

部

は
東

西

約

、
..
、
m
、

南

北

約

、
、O

m
を

測

る
。

周

溝

を

含

め

た
全

長

は
、

東

西

約

、.、O

m
、

南

北

、、、
一
m
で
あ

る
。

張

出

部

は
東

西

約

.

.
m
、

南

北

幅

約

四

m
を

測

る
。

周
溝

の
幅

は
、

一

・
互

～

.

.
・
五

m

で
あ

り

、

場

所

に

よ

っ
て
残

存

度

が
異

な

る
。

周

溝

底

か

ら

の
高

さ

は
、

東

側

で
○

・
八

m
、

張

出

部

の
最

深

部

か

ら
、

一
・
五

m
を

測

る

。

出

L

遺

物

は

、

円

斤

部

裾

部

付

近

の

五
箇

所

で
大

型

L

器

を

検

出

し

た
。

こ

の

う

ち
、

円

丘

部

北

側

と

東

側

の

四
地

点

に

お

い

て
、

円

斤

面

の
裾

部

付

近

に
接

す

る

形

で
あ

る

程

度

ま

と

ま

っ
た
形

で
出

L

し

て

い
る

。

い
ず

れ

も

掘

方

は
な

く

、

ま
た
合
わ
せ
[
の
状
態
は
示
し
て
い
な
い
点
か
ら
、
上
器
棺
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

ほ
と
ん
ど
が
、
押
し

つ
ぶ
さ
れ
た
よ
う
な
状
態
で
あ
り
、

こ
こ
で
は
供
献
さ
れ
た

L
器
が
転
倒
し
、
破
片
化
し
た
と
判
断
し
た
。
以
下
、
供
献
土
器
と
し
て
呼
称
す

る
。
特
に
供
献
上
器

一
乳
、一は
、
そ
の
場

で
押
し

つ
ぶ
さ
れ
た
状
態
で
あ
り
、
供

献
七
器
四
は
や
や
広
範
囲
に
広
が
る
が
ま
と
ま

っ
た
状
態
で
出
土
し
た
。
供
献
土

器
五
の
底
部
は
、
墳
丘
盛
L
に
あ
た
か
も
置
か
れ
た
状
態
で
出
土
し
、
口
縁
部
は

底
部
の
東
側
に
逆
転
し
て
出
土
し
、
胴
部
片
は
日
縁
部
と
底
部
の
周
り
に
散
乱
し

た
状
態
で
出
L
し
た
。
た
だ
し
、
供
献
t
器
.
一と
し
た
大
型
土
器
の
口
縁
部
は
、

南
側
周
溝
部
か
ら
浮
い
た
状
態

で
出
土
し
た
。
供
献
土
器
二

・
四
を
除
く
出
土
状

況
の
あ
り
方
と
、
こ
れ
ら
の
七
器
が
円
丘
面
に
接
し
て
存
在
す
る
こ
と
、
そ
れ
も

円
丘
部
の
北
側
と
東
側
の
限
ら
れ
た
地
点
の
裾
部
に
沿

っ
て
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、

限
り
な
く
原
位
置
を
保

っ
て
い
る
と
考
え
た
い
。

そ
の
他
、
周
溝
内
か
ら
は
多
量
の
L
器

・
木
製
品
が
出
土
し
た
。
特
に
、
張
出

部
両
側
で
は
各
種
ヒ
器
の
他
に
、
鍬
形
や
鳥
形
を
中
心
と
す
る
木
製
品
が
多
量
に

出
L
し
た
点
は
特
徴
的
で
あ
る
。

(2
)
方
形
周
溝
墓
群

方
形
周
溝
墓
は
九
基
検
出
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
残
存
状
況
は
よ
く
な
く
、
調

査
区
の
東
側
半
分
が
地
形
的
に
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
と
関
係
し
て
、
後
世
の
削

平
が
激
し
い
と
考
え
ら
れ
、
周
溝
の
深
さ
は
約
二
〇
～
三
〇

㎝
と
浅
い
。

各
周
溝
墓
は
、
方
形
周
溝
墓
6
の
四
×
11

m
を
最
小
と
し
て
、
方
形
周
溝
墓
8

の

一
一
×

一
一
m
を
最
大
の
規
模
と
す
る
。
各
周
溝
墓
は
、
基
本
的
に
は
周
溝
を
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全
周
さ
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
方

形
周
溝
墓
1

・
3

・
6

・
7
は
周
溝
の

一
部
を
欠
く
。
8
は
東
側
に
開
口
部
を
設
け
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
り
、
そ
れ
も

中
軸
線
上
に
載
る
。
中
心
主
体
部
は
削
平

の
た
め
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
周
溝

内
に
は
土
坑
を
も

つ
も
の
も
あ
る
が
、
埋
葬
施
設
と
し
て
断
定
は
出
来
な
い
。

方
形
周
溝
墓
は
、
溝
7
に
囲
ま
れ
た
中

に
ー
～
3

・
7
、
4
～
6
の
群
が
存
在

し
、
溝
7
と
溝
13
の
中
に
8

・
9
の
群
が
存
在
し
て
い
る
。
群
内
の
築
造
順
序
は
、

推
定
す
れ
ば
可
能
で
あ
る
が
、
出
土
遺
物

か
ら
は
明
確
に
出
来
な
い
。
溝
7
と
溝

13
の
方
向
を
意
識
し
て
、
三
基
前
後
の
ま
と
ま
り
を
も

っ
て
築
造
さ
れ
て
い
る
の

が
特
徴
で
あ
る
。

出
土
遺
物
に
は
、
周
溝
内
よ
り
少
量

の
十
器
が
あ
る
他
、
部
分
的
に
木
製
品
の

一
部
や
石
器
が
微
量
出
±
し
て
い
る
程
度

で
あ
る
。

(3
)
溝

・
そ
の
他
の
遺
構

溝
状
遺
構
は
大
小
A
口わ
せ
て
二
九
本
検
出
し
て
い
る
。
明
確
に
掘
り
込
ん
だ
も

の
は
溝
6

・
7

・
13
お
よ
び
15
で
あ
り
、

そ
の
他
は
小
規
模
で
あ
る
。

溝
6
は
、
調
査
区
の
中
央
を
南
北
を
走

る
。
全
長
南
北
約
六
五

m
を
検
出
し
、

幅
約
五
～
五

・
五

m
、
深
さ
約
○

・
六
～

○

・
八
m
、
幅
約
三
～
三

∴
二
m
を
測

る
。
溝
6
は
、
中
位
ま
で
埋
没
し
て
か
ら
再
掘
削
を
行

っ
た
状
況
が
観
察
で
き
る
。

多
量
の
出
土
遺
物
が
あ
り
、
弥
生
時
代
後
期
後
半
か
ら
庄
内
式
併
行
期
前
半
段
階

と
考
え
ら
れ
る
土
器
と
木
製
品
が
出
⊥
し

て
い
る
。
木
製
品
に
は
、
農
耕
具

・
容

器
の
他
、
竪
櫛
も
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
他
、
水
銀
朱

・
ベ
ン
ガ
ラ
の
付
着
し
た

石
杵
や
瓢
箪

・
獣
骨
が
出
土
し
た
。
遺
物

の
廃
棄
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

溝
7
は
、
調
査
区
の
南
東
部
を
区
画
す
る
よ
う
に
、
東
か
ら
調
査
区
の
中
央
部

へ
延
び
、
そ
し
て
溝
6
と
並
行
し
て
南

へ
走

っ
て
い
る
。
ま
た
、
北
東
部
で
も
南

に
折
れ
曲
が
る
様
相
を
呈
し
て
お
り
、
場
合
に
よ
れ
ば
方
形
に
巡

っ
て
い
た
可
能

性
も
あ
る
。
溝
は
標
高
の
高
い
調
査
区
の
東
側
か
ら
西
方

へ
、
さ
ら
に
南
側

へ
と

流
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
全
長
南
北
約
四
〇
m
を
検
出
し
、
東
西
約
四
五
m
、

深
さ
約
○

・
六
m
、
幅

一
～
四
m
を
測
る
。

出
十
遺
物
は
、
弥
生
時
代
後
期
後
半
の
大
量
の
土
器
や
磨
製
石
剣

の
切
先
が
あ

り
、
溝
6
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
機
能
し
始
め
、
溝
6
よ
り
早
い
弥
生
時
代
後
期
末
の

段
階
に
埋
没
し
た
可
能
性
が
高
い
。
溝
7
が
ほ
と
ん
ど
埋
没
し
た
後
、
溝
7
の
上

層
は
自
然
流
路
(溝
5
)
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
庄
内
式
併
行
期
後

半
～
布
留
式
期

の
遺
物
が
若
干
出
土
し
た
。

溝
13
は
、
全
長
南
北
約
二
五
m
、
深
さ
約
○

・
六
m
、
幅
約
二
m
を
測
る
。
方

形
周
溝
墓
8
の
西
側

に
位
置
し
、
溝
7
の
手
前
で
途
切
れ
、
意
識
的
に
こ
の
場
所

を
開
口
さ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
出
土
遺
物
に
は
弥
生
時
代
中
期
後
半
の
土

器
が
少
量
と
、
後
期
中
葉
か
ら
庄
内
式
併
行
期
前
半

の
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

溝
15
は
、
円
形
周
溝
墓

の
西
側
を
ほ
ぼ
南
北
に
走
る
溝

で
あ
り
、
規
模
は
南
北

方
向

で
約

一
八
m
、
幅
約
二
m
を
測
る
。
溝

の
断
面
断
面
形
は
逆
台
形
で
あ
り
、

深
さ
は
○

・
二
m
と
比
較
的
浅
い
。
上
層
は
削
平
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
出
十

遺
物
は
、
弥
生
時
代
後
期
末
か
ら
庄
内
併
行
期
最
古
段
階
の
土
器
と
、
大
足
か
織

機
の
中
筒
と
思
わ
れ
る
木
製
品
が
あ
る
。

土
坑
は
、
合
計
二
四
基
確
認
し
て
い
る
。

い
ず
れ
の

一
m
内
外
の
も
の
で
あ
り
、
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円
形
に
近
い
九
基
以
外
は
不
整
形
な
も
の
が
多
い
。
円
形
周
溝
墓
構
築
以
前

の
遺

構
と
考
え
ら
れ
る
。
溝
6

・
7
や
、
方
形
周
溝
墓
1
～
7
と
同
時
期

の
可
能
性
が

あ
る
が
、
性
格
は
不
明
で
あ
る
。
少
量
の
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

土
墳
墓
は
三
基
あ
る
。
長
方
形
の
平
面
を
呈
し
、

一
×
二
m
前
後

の
規
模
を
も

つ
。
三
基
と
も
調
査
区
の
北
西
部
に
間
隔
を
も

っ
て
存
在
す
る
。
土
坑
と
は
平
面

形
や
断
面
形
が
異
な
る
た
め
土
墳
墓
し
た
。
少
量
の
土
器
を
含
み
、
土
墳
墓
3
か

ら
は
打
ち
欠

い
た
壺
形
土
器
が
出
十
し
た
。
弥
生
時
代
後
期
後
半
と
考
え
ら
れ
る
。

溝
6

・
7
の
西
側
に
位
置
し
、
方
形
周
溝
墓
群
と
は
隔
絶
さ
れ
て
い
る
。

三
、
主
要
遺
物
の
概
要

五
村
遺
跡
か
ら
は
、
多
量
の
土
器

・
木
製
品
の
他

に
、
石
製
品

・
動
植
物
遺
体

が
出
土
し
た
。
以
下
、
円
形
周
溝
墓
と
溝

6
の
主
要
な
遺
物
を
概
要
を
記
す
。
こ

れ
以
外
の
遺
構
で
も
か
な
り
の
遺
物
が
出
十
し
て
い
る
。

(1
)
円
形
周
溝
墓
の
出
土
遺
物
(第
三

・
五
図
)

円
形
周
溝
墓
か
ら
は
、
次
に
記
す
大
型

の
供
献
土
器

一
～
五
の
他
に
、
各
種
土

器

・
木
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。

1
は
供
献
土
器

一
と
し
た
、
二
重

口
縁
を
も

つ
壺
形
十
器
で
あ
る
。
円
形
周
溝

墓

の
円
丘
部
の
東
端
付
近
に
頭
部
を
北
西

に
向
け
、
押
し

つ
ぶ
さ
れ
た
状
態
で
出

土
し
た
。
口
縁
部
は
約
二
分

の

一
程
度
欠
損
す
る
が
、
ほ
ぼ
完
形
に
近
い
。
口
縁

部
は
、

一
度
屈
曲
部
ま
で
成
形
し
た
後
、
外
湾
す
る
口
縁
部
を

つ
け
て
複
合
口
縁

と
し
、
屈
曲
部
と
口
縁
部
下
に
凸
帯
を
貼
り
付
け
る
。
口
縁
部
外
面
に
櫛
描
波
状

文
を
三
条
巡
ら
す
が
、
最
上
段
と
最
下
段
の
波
状
文
は
波
が
浅
く
、
中
央
部
の
波

状
文
は
波
が
深
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
波
状
文
を
施
し
た
後
に
円
形
浮
文
を
貼
り

付
け
、
さ
ら
に
竹
管
文
を
刺
突
し
て
い
る
。
頸
部
に
は
貼
り
付
け
凸
帯
を

一
条
巡

ら
し
、
凸
帯
上
に
右
上
が
り
の
刻
み
目
を
施
す
。
胴
部
の
最
大
径
は
、
中
心
部
よ

り
や
や
上
方
と
な
り
、
肩

の
張

っ
た
形
態
に
な
る
。
胴
部
下
半
部

の
中
央
部

に
焼

成
後
に
穿
孔
を
行

っ
て
い
る
。
胴
部
内
外
面
と
も
に
ハ
ケ
目
調
整
を
行
い
、
外
面

は
ミ
ガ
キ
調
整
、
内
面
は
底
部
付
近
で
ハ
ケ
目
を
ナ
デ
消
し
て
い
る
。
頸
部
と
胴

部
の

一
部
に
水
銀
朱
が
付
着
し
て
い
る
。
本
来
は
、
表
面
全
体
に
塗
布
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
あ
る
。

2
は
供
献
土
器
二
と
し
た
二
重
口
縁
の
壺
形
土
器
で
あ
る
。
円
形
周
溝
墓
南
側

周
溝
付
近

の
覆
土
よ
り
出
土
し
た
。
口
縁
部
の
み
の
出
土
で
あ
る
。
1
と
同
じ
く
、

一
端
擬
口
縁
を
作
り
だ
し
て
上
方
に
口
縁
部
を

つ
け
足
し
、
口
縁
部
外
面
に
粘
土

を
貼
り
付
け
て
有
段
口
縁
と
し
て
い
る
。
口
縁
端
部
に
ヘ
ラ
状
の
工
具
で
刻
み
目

を
施
す
。

口
縁
部
に
は
波
状
文
を
描
い
て
い
る
。
同

一
個
体
と
思
わ
れ
る
胴
部
片

も
出
土
し
た
が
、
接
A口
・
図
化
は
不
可
能

で
あ

っ
た
。
1
と
ほ
ぼ
同
型
式
で
あ
る

が
、
細
部
で
微
妙
に
異
な

っ
て
い
る
。

3
は
供
献
土
器
三
と
し
た
、
所
謂
パ
レ
ス
ス
タ
イ
ル
の
壺
形
土
器
で
あ
る
。
1

よ
り
北
西
に
約

一
・
五

m
離
れ
た
円
丘
部

で
、
同
様
に
押
し

つ
ぶ
さ
れ
た
状
態
で

出
土
し
た
。
口
縁
端
部
外
面
と
内
面

に
羽
状
文
を
施
す
。
頸
部
に
断
面
三
角
形
の

貼
り
付
け
凸
帯
を

一
条
巡
ら
す
。
外
面

に
は
、
波
状
文
と
直
線
文
を
描
く
。
直
線
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文
の
問
に
は
波
状
文
を
配
し
て
い
る
。
最
大
径
は
、
胴
部
中
央
よ
り
や
や
下
に
あ

り
、
新
し
い
様
相
を
呈
す
る
。
ま
た
、
頸
部
の
割
れ
口
断
面

に
は
、
赤
色
顔
料
が

付
着
し
た
土
器
細
片
が
素
地
と
し
て
入

っ
て
い
る
。
混
和
材
と
し
て
土
器
片
を
使

用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

4
は
供
献
土
器
四
と
し
た
二
重
口
縁
の
壺
形
土
器
で
あ
る
。
3
か
ら
北

へ
二

・

五

m
程
離
れ
た
円
丘
部
裾
部
付
近
で
出
十
し
、
約
二
m
の
円
の
範
囲
に
固
ま

っ
た

状
態
で
検
出
し
た
。

一
端
、
擬
口
縁
を
成
形
し
た
後
に
、
上
方
に
口
縁
部
を
つ
け
、

屈
曲
部
は
下
方
に
引
き
出
し
て
二
重
口
縁
を
形
成
す
る
。
口
縁
部
に
は
、
二
条

の

沈
線
を
描
い
た
後
、
三
個

一
組
の
円
形
浮
文
を
貼
り
付
け
、
円
形
浮
文

の
上

に
竹

管
文
を
施
す
。
頸
部
と
胴
部

の
境
界
に
凸
帯
を
付
け
る
。
胴
部
外
面
は
、

ヨ
コ
ハ

ケ
目
調
整
の
後
タ
テ
ミ
ガ
キ
調
整
を
行
う
。
胴
部
内
面
の
下
半
部
は
、
接
合

の
際

に
下
方
か
ら
上
方

へ
指
ナ
デ
を
行
う
。

5
は
供
献
土
器
五
と
し
た
二
重
口
縁
の
壺
形
土
器
で
あ
る
。
円
丘
部
北
側

の
裾

部
付
近
で
ま
と
ま

っ
て
出
十
し
、

口
縁
部

は
や
や
西
よ
り
で
散
乱
し
た
状
態

で
出

土
し
た
。
口
縁
部
は
4
と
同
じ
く
、
擬
口
縁
を
作

っ
た
後
、
上
方
と
下
方
に
そ
れ

ぞ
れ
外
反
、
垂
下
さ
せ
て
二
重
口
縁
を
作
り
だ
し
て
い
る
。
口
縁
端
部
に
二
条
の

擬
凹
線
、
垂
下
さ
せ
た
外
面
に
五
条

の
擬
凹
線
を
描
い
た
後
、
三
個

一
組
の
円
形

浮
文
を
貼
り
付
け
、
円
形
浮
文
の
上

に
竹
管
文
を
押
捺
す
る
。
頸
部
に
は
凸
帯
の

剥
落
し
た
跡
が
見
ら
れ
る
。
胴
部
外
面
は
、
ヨ
コ
ハ
ケ
目
調
整
を
行

っ
た
の
ち
タ

テ
ミ
ガ
キ
調
整
を
行
う
。
胴
部
内
面
は
タ

テ
ハ
ケ
目
調
整
後
、
タ
テ
方
向
の
ユ
ビ

ナ
デ
を
行
う
。
底
部
は
平
底
で
あ
り
、
底

部
か
ら
三

・
五

㎝
上
方
に
内
面
か
ら
穿

孔
を
行

っ
て
い
る
。

供
献
土
器
は

一
と
二
、
ま
た
四
と
五
は
形
態
的

・
技
法
的
に
も
非
常

に
類
似
し

て
い
る
。
三
に

つ
い
て
は
、
今
回
掲
載
は
し
て
い
な
い
が
、
周
辺
部
か
ら
同
じ
形

状
の
口
縁
部
が
出
十
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
大
型

の
供
献
土
器
は
、
二
個

一

組
で
製
作
さ
れ
た
可
能
性
が
も
た
れ
る
。

そ
の
他
円
形
周
溝
墓

で
は
、
壺
形
土
器
、
甕
形
土
器
、
鉢
形
土
器
、
高
杯
形
土

器
、
器
台
形
土
器
、
手
焙
形
土
器
、
盒
子
形
土
器
が
多
数
出
十
し
て
い
る
。
6
～

9
は
甕
形
土
器
で
あ
る
。
6

・
7
は
、
口
縁
部
の
形
態
が
受
け
口
状
に
な
る
も
の

で
あ
る
。
口
縁
部
外
面
に
列
点
文
を
施
し
、
体
部
か
ら
口
頸
部
の

一
部
に
か
け
て

櫛
描
直
線
文
を
巡
ら
す
。
8
は
口
縁
部
を
欠
い
て
い
る
が
、
体
部
外
面
に
叩
き
目

を
残
す
。
10
は
甕
の
脚
台
部

で
あ
る
。
9
は
、
扁
平
の
甕
形
土
器
で
あ
り
、
外
面

に
6

・
7
と
同
様
の
文
様
を
施
す
。

11
～
13
は
高
杯
形
上
器
で
あ
る
。
11

・
12
は
、
上
半
部
で
屈
曲
し
て
外
側
に
開

く
。
11
は
杯
部
が
浅
く
、
12
は
深
め
の
杯
部
を
有
す
る
。
11
は
内
外
面
に
ヘ
ラ
ミ

ガ
キ
を
残
す
。
13
は
、
深
い
杯
部
に
「
ハ
」
の
字
形
の
脚
部
を
付
け
、
円
孔
を
入
れ

る
。
欠
山
式

に
見
ら
れ
る
高
杯
と
考
え
ら
れ
る
。

21

・
22
は
鳥
形
木
製
品
で
あ
る
。
円
形
周
溝
墓
か
ら
二
点
出
土
し
て
い
る
。
円

形
周
溝
墓
張
出
部
北
側
周
溝
よ
り
出
⊥
し
た
。
21
は
小
型
で
あ
り
、
下
部
(腹
部
)

の
み
突
出
す
る
。
22
は
、
21
に
比
べ
て
人
型
で
あ
り
、
形
態
も
上
下
に
凹
凸
を
作

り
出
し
て
複
雑

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
板
材
を
使
用
し
、
樹
種
は
ヒ
ノ
キ
で
あ
る
。

26
は
鋤

で
あ
る
。
鋤

・
鋤
先
に
は
、

一
木
鋤
と
組
合
式
の
鋤
が
出
十
し
て
い
る
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五村遺跡の出土土器(円 形周溝墓)第3図
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が
、
26
は
柄
部
の
み
組
合
せ
式
に
な

っ
て
い
る
。
樹
種
は
コ
ナ
ラ
亜
属
で
あ
る
。

そ
の
他
、

一
木
鋤
の
中
に
は
鋤
先
が
叉
状

に
な
る
も
の
も
あ
る
。
25
は
直
柄
鍬
で

あ
り
、
樹
種
は
ア
カ
ガ
シ
亜
属
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
遺
物
は
、
供
献
L
器

一
～
五

(第
.、、図
1
～
5
)
が
お
お
む
ね
庄
内
式

併
行
期
の
最
占
段
階
に
属
す
る
。
し
か
し
、
3
は
柳

ヶ
坪
型
L
器
の
祖
形
で
あ
る

廻
間
H
～
皿
式

に
並
行
す
る
と
も
考
え
ら
れ
、
多
少
新
段
階
の
可
能
性
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
L
器
に
時
期
差
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
供
献
ヒ
器
の
設
置
に
も
多
少
の
時

間
的
差
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。

(2
)溝
六
の
出
土
遺
物
(第
四

・
五
図
)

溝
6
で
は
多
量
の
遺
物
が
出
L
し
た
。
出
ヒ
遺
物
は
大
き
く
L
層
と
ト
層
に
分

か
れ
る
が
、
層
位
別
に
取
り
ヒ
げ
た
ヒ
層
と
ド
層

で
接
合
す
る
も
の
が
あ
り
、
層

位
的
な
関
係
と
遺
物
の
時
間
幅
は
必
ず
し
も
安
定
し
て
い
な
い
。

昌
1
ー
器
に
は
、
壷
形
L
器

・
甕
形
L
器

・
鉢
形
L
器

・
高
杯
形
L
器

・
台
付

鉢
形
ヒ
器

・
器
台
形
L
器
が
あ
る
。
14

・
15
は
甕
形
ヒ
器
で
あ
る
。
受
け
口
状
の

日
縁
部
を
も
ち
、
14
は
日
縁
部
に
列
点
文
、
肩
部
に
櫛
描
直
線
文

・
列
点
文

・
櫛

描
波
状
文
を
施
す
。
15
は
脚
台
が

つ
く
。

16
は
壷
形
ヒ
器
の
胴
部
片
と
思
わ
れ
る
。

胴
部
外
面
に
箆
描
き
の
「
S
」
状
沈
線
文
を
描
く
。
壷
形
L
器
に
は
掲
載
は
し
て
い

な
い
が
、
そ
の
他

パ
レ
ス
タ
イ
ル
の
壷
形
L
器
が
あ
る
。
17
は
高
杯
形
L
器
で
あ

り
、
18
は
器
台
形
L
器
で
あ
る
。
19
は
鏡
形
あ
る
い
は
蓋
形
を
口E
す
る
。

溝
6
は
、
弥
生
時
代
後
期
後
半
の
ヒ
器
と
庄
内
式
併
行
期

の
最
占
段
階
の
も
の

が
存
在
す
る
。
掲
載
し
た
遺
物
は
後
者
の
も
の
が
大
半

で
あ
る
。

24
は
河
原
石
を
使
用
し
た
石
杵

で
あ
る
。
棒
状
の
部
分
に
「
凸
」
形
に
膨
ら
む
基

部
を
付
け
る
。
形
態
的
に
は
、
「
凸
」字
形
と
「
」
」
字
状
の
中
間
的
な
形
態
に
な
る
。

端
部
は
膨
ら
み
を
も

つ
滑
ら
か
曲
線
と
な
る
。
同
部
は
か
な
り
磨
り
減

っ
て
お
り
、

赤
色
顔
料
が
付
着
し
て
い
る
。
赤
色
顔
料
は
、
ベ
ン
ガ
ラ
と
水
銀
朱
の
両
方
の
成

分
が
抽
出
さ
れ
て
お
り
、
双
方
の
破
砕
に
使
用
し
た
可
能
性
が
高
い
。

20
は
剖
物
の
容
器
類
と
考
え
ら
れ
る
。
長
方
形
の
中
央
部
分
を
創
り
込
み
、
片

方

の
小

目
部

に
突
起
を
削
り
出
し
て
い
る
。
樹
種
は
ス
ギ
で
あ
る
。
23
は
、

一
枚

板
刻
歯
式

の
竪
櫛
で
あ
る
。
残
存
値
で
全
長
七

・
二

㎝
、
幅
は
棟
部
の
突
起
部
で

三

・
一
㎝
、
厚
さ
は
棟
部

・
歯
部
と
も
に
五

㎜
を
測
る
。
歯
の
部
分
の
透
し
孔
を

中
心

に
し
て
、
約

、一分
の

一
が
欠
損
し
て
い
る
。
両
側
の
棟
部
の
中
心
部
に
三
角

形

の
透
し
と
、
棟
部
L
半
の
中
央
部
と
毛
引
き
の
部
分
に
直
径

一
㎜
の
孔
を
施
す
。

表
(左
)
面
に
は
、
。.、角
形
透
し
の
底
辺
に
沈
線
を
入
れ
、
そ
の
下
方

に
も
沈
線
を

施
し
て
、
裏
(イ
)
面
と
同
じ
く
帯
状
に
沈
線
間
を
浮
か
び
L
が
ら
せ
て
い
る
。
一、一

角
形
透
し
を
中
心
に
し
て
、
L
部
に
複
合
鋸
歯
文
を
四
帯
、
下
部
に

一
帯
巡
ら
す
。

裏
(右
)面
は
、
棟
部
中
央
部
の
、、.角
形
の
透
し
孔
の
底
辺
の
部
分
を
境
と
し
て
、

棟
部
L
半
部
が
低
く
な
る
。
こ
の
段
の
ド
に
沈
線
を
描
き
、
段
と
沈
線

の
間
を
浮

か
び
L
が
ら
せ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
段
の
上
に
複
合
面
鋸
歯
文
を
三
帯
、
下
に

一
帯
施
す
。
表
面

の
毛
引
き
の
部
分
に
ベ
ン
ガ
ラ
が
付
着
し
て
い
る
。

木
製
品

の
大
半
は
、
円
形
周
溝
墓
か
ら
出
L
し
て
お
り
、
溝
6

・
7

・
9

・
15

か
ら
も
少
量
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
種
類
は
、
掲
載
し
た
鋤

・
鍬

・
竪
櫛

・
鳥
形

木
製
品

・
槽

の
他
、
桶

・
容
器
類

・
梯
r

・
腰
掛
状

の
脚
等
が
あ
る
。
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四
、
遺
物

の
特
徴
と
性
格

今
回
の
調
査
で
は
、
円
形
周
溝
墓
か
ら
大
型
の
供
献
土
器
が
出
土
し
た
。
本
稿

並
び
に
報
告
書
で
は

一
貫
し
て
供
献
土
器
と
し
て
記
述
し
た
が
、
こ
れ
は
前
章
で

も
記
し
た
よ
う
に
、
出
土
状
況
か
ら
土
器
棺
と
し
て
の
痕
跡
を
認
め
な
い
こ
と
、

破
砕
供
献
土
器
で
も
な
い
こ
と
か
ら
、
円
丘
部
裾
部
付
近
に
据
え
ら
れ
た
供
献
土

器
と
し
て
認
識
し
た
。
供
献
土
器
は
、
確
実

に
四
個
体
が
置
か
れ
て
い
た
様
子
が

復
元
で
き
、
点
数
で
は
六
個
体
の
可
能
性
が
あ
る
。

一
般
的
な
小
型
の
土
器
の
出

土
例
は
、
周
溝
墓
で
は
通
有
で
あ
る
が
、

こ
う
し
た
例
は
庄
内
式
の
段
階
で
は
類

例
が
な
い
と
い

っ
て
よ
い
。
特
殊
器
台
形
土
器
や
特
殊
壺
形
土
器
の
供
献
や
、
そ

の
延
長
上
に
あ
る
前
期
古
墳
の
供
献
土
器

の
あ
り
方
に
も
共
通
し
て
お
り
、
首
長

墓
的
な
祭
式
の
強
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
い
。

た
だ
し
、
使
用
さ
れ
た
土
器
の
形
態
は
、
当
地
方
も
の
と
東
海
地
方
と
土
ハ通
す

　
　

　

る
も
の
が
あ
る
。
特
に
第
三
図
3
は
、
大
垣
市
東
町
田
遺
跡
出
十
の
も
の
に
類
似

し
て
お
り
、
東
海
色
の
強
い
も
の
で
あ
る
。
西
日
本
に
類
例
の
多
い
円
形
周
溝
墓

の
形
態
を
と
り
な
が
ら
も
、

こ
う
し
た
東
海
系
の
土
器
の
存
在
は
、
単
純
に
理
解

に
で
き
な
い
。
葬
送
儀
礼
の
系
譜
と
は
別

に
、
周
辺
地
域
と
の
交
流
の
あ
り
方
を

示
す
資
料
と
し
て
考
え
た
い
。

円
形
周
溝
墓
か
ら
は
、
多
量
の
木
製
品
が
出
土
し
た
。
周
溝
墓
か
ら
使
用

・
未

使
用
の
木
製
品
が
出
土
す
る
こ
と
は
多
い
。
特
に
鳥
形
木
製
品
に

つ
い
て
は
、
県

内

で
は
類
例

の
少
な
い
も
の
で
あ
る
。
他
の
農
耕
具
や
容
器
等
の
木
製
品
を
含
め

て
、
周
溝
墓

で
出
土
す
る
意
義
を
考
え
る
必
要
性
が
あ
る
。
ま
た
、
張
出
部
付
近

か
ら
の
出
土
が
多

い
点
は
、
こ
の
箇
所
が
墓
前
の
祭
祀
や
葬
送
儀
礼
と
密
接
に
関

係
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
竪
櫛

に
つ
い
て
も
、
稀
有
な
例
で
あ
る
。
前
章
の
よ
う
に
、
文
様
が
特

徴
的

で
あ
る
。

こ
の
竪
櫛
が
溝
6
か
ら
出
土
し
た
点
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
溝
6
に

は
、
次

で
述

べ
る
石
杵
の
他
、
円
形
周
溝
墓
と
同
時
期
の
多
量
の
土
器
が
出
土
し

た
。
墓
域

に
接
す
る
溝
の
遺
物
は
、
祭
祀
等
の
使
用
後
に
破
棄
さ
れ
た
可
能
性
が

高

い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
櫛
そ
の
も
の
が
ど
の
よ
う
な
用
途
で
こ
こ
に
破

棄
さ
れ
た
か
は
判
断
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
の
周
溝
墓
内
に
副
葬
さ
れ
た
可
能

性
は
少
な
い
。
も
ち
ろ
ん
大
阪
府
東
奈
良
遺
跡
の
よ
う
に
、
埋
葬
施
設
の
中
か
ら

出
土
し
た
例
も
少
量
あ
る
が
、
多
く
は
そ
の
周
辺
部
河
川
等
の
出
土
が
多
い
た
め
、

　
　

　

当
例
も
祭
紀
の
過
程
で
破
棄
さ
れ
た
と
考
え
る
。

石
杵
も
溝
6
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
石
杵
は
基
部
が
か
な
り
磨
り
減

っ
て
お
り
、

赤
色
顔
料
が
付
着
し
て
い
た
。
赤
色
顔
料
は
、
ベ
ン
ガ
ラ
と
水
銀
朱
の
両
方
の
成

分
が
抽
出
さ
れ
て
お
り
、
双
方
の
破
砕
に
使
用
し
た
可
能
性
が
高
い
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
地
に
お
い
て
顔
料
を
破
砕
し
て
塗
布
し
、
そ
の
後
に
破
棄
さ
れ
て
い
る
。
五

村
遺
跡
の
埋
葬
施
設
に
つ
い
て
は
明
確

で
な
い
た
め
、

こ
の
顔
料
を
何
に
塗
布
し

た
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、

一
つ
に
は
分
析
結
果
か
ら
ベ
ン
ガ
ラ
を
抽
出
し
た
円

形
周
溝
墓
の
供
献
十
器
が
あ
げ
ら
れ
る
。

石
杵
の
類
例
や
意
義
に

つ
い
て
は
、
佐
々
木
勝
氏
が
石
杵
が
墓
制
と
深
く
関
係
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す
る
遺
物
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
さ
ら

に
広
く
祭
式
に
含
ま
れ
る
行
為

の
産
物

　　
　

で
あ
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
が
、
円
形
周
溝
墓
の
よ
う
な
盟
主
的
な
墓

に

お
い
て
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
後
代
に
は
形
骸
化

し
て
い
く
に
し
て
も
、
前
期
か
ら
中
期
の
古
墳
に
も
伴
う
例
が
あ
る
こ
と
を
考
慮

す
れ
ば
、
弥
生
時
代
か
ら
継
続
し
て
こ
う
し
た
祭
式
が
存
続
し
て
い
た
と
判
断

で

き
よ
う
。
赤
色
顔
料
を
作
り
出
す
石
杵
の
必
要
性
は
、
当
時
の
葬
送
儀
礼
を
復
元

す
る
上
で
き
わ
め
て
重
要

で
あ
ろ
う
。

特
に
、
張
出
し
を
も

つ
円
形
周
溝
墓
は
、
単
に
そ
の
形
態
の
み
が
伝
播
し
た
の

で
は
な
く
、
こ
う
し
た
祭
式
が
同
時

に
持
ち
込
ま
れ
た
点
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
首
長
の
葬
送
に
際
し
て
重
要
な
意
味
を
も
ち
、
あ
る
い
は
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
う
し
た
行
為
と
墓
の
形
態
が
、
限
ら
れ
た
盟
主
の
墓
に
採
用
さ
れ
た
点
が
重
要

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五
、
遺
構

の
時
期
と
変
遷

今
回
の
調
査
で
は
、
溝
6

・
7

・
13

・
15
で
大
き
く
画
さ
れ
た
中
に
、
方
形
周

溝
墓
九
基
と
円
形
周
溝
墓

一
基
を
検
出
し
た
。
さ
ら
に
付
随
す
る
多
く
の
溝
や
上

坑

・
十
墳
墓
等
を
検
出
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
出
t
し
た
遺
物
や
遺
構
配
置
の

あ
り
方
を
検
討
し
て
、
代
表
的
な
遺
構

の
時
期
を
明
ら
か
に
し
、
五
村
遺
跡
内
で

の
遺
構
の
変
遷
過
程
を
示
し
て
お
き
た
い
(第
六
図
)。
不
明
な
部
分
も
多
い
が
、

一
～
四
次
調
査
の
成
果
も
付
け
加
え
て
お
く
。

(1
)
弥
生
時
代
中
期
末
～
後
期
前
半

五
村
遺
跡
で
は
、
ま
ず
弥
生
時
代
中
期
末
に
、
今
調
査
区
の
北
側
の
地
区
で
方

形
周
溝
墓
が
造
ら
れ
始
め
る
(第

一
図
)。
今
回
の
調
査
区
を
含
め
た
地
域
が
、
墓

域
と
し
て
形
成
さ
れ
始
め
る
。
ま
た
、
虎
姫
小
学
校
付
近
で
は
、
弥
生
時
代
後
期

の
包
含
層
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
同
小
学
校
体
育
館
付
近
で
も
竪
穴
式
住
居
玩
の

存
在
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
後
期
前
半
に
属
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
こ
の
地

域
が
居
住
域
の
可
能
性
と
し
て
あ
る
。

(2
)
弥
生
時
代
後
期
中
葉

こ
の
時
期

に
は
、
今
回
の
調
査
で
確
認
し
た
溝
7

・
13
と
、
溝
1
～
3

・
17

・

21

・
22
の
遺
構
が
あ
る
。
溝
13
は
出
⊥
遺
物
か
ら
、
こ
の
時
期
よ
り
機
能
し
始
め

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
溝
13
が
北

へ
延
び
て
第

一
次
調
査
の
方
形
周
溝
墓
に
至
る

可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
段
階
か
ら
機
能
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
今
回

の
調
査
区
内

で
は
こ
の
時
期
の
方
形
周
溝
墓
は
確
認
で
き
ず
、
墓
域
と
し
て
形
成

さ
れ
る
以
前

の
段
階
と
言
え
る
。
遺
構
の
配
置
か
ら
す
れ
ば
、
溝
7
も
ほ
ぼ
こ
の

時
期
に
所
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(3
)弥
生
時
代
後
期
後
葉
～
後
期
末

今
回
の
調
査
区
内
で
は
、
こ
の
時
期
か
ら
方
形
周
溝
墓
が
造
ら
れ
始
め
る
。
主

な
当
該
期

の
遺
構
は
、
溝
7

・
13
に
加
え
て
、
溝
6
と
方
形
周
溝
墓
1
～
7
、
土

墳
墓
1
～
3
で
あ
る
。
七
基
の
方
形
周
溝
墓
は
、
溝
7
に
よ

っ
て
区
画
さ
れ
た
空

間
に
造
ら
れ
る
。
溝
6
は
溝
7
に
遅
れ
て
出
現
す
る
が
、
ほ
ぼ
並
行
し
て
南
北
に

縦
断
し
て
い
る
。
後
期
末
葉

に
近
い
時
期
が
考
え
ら
れ
る
。
土
墳
墓
は
、
溝
6
を
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挟
ん
だ
西
側

に
集
中
し
て
造
ら
れ
る
。
住
居
趾
等
の
遺
構
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い

が
、
後
期
前
半
か
ら
引
き
続
き
て
虎
姫
小
学
校
付
近
か
ら
西
方
に
か
け
て
が
居
住

域
と
し
て
想
定

で
き
る
。

(4
)庄
内
式
併
行
期
前
半

こ
の
時
期

に
は
、
前
段
階
か
ら
存
在
し
た
溝
6
が
引
き
続
き
存
続
し
、

一
部
は

掘
り
返
し
が
行
わ
れ
て
、
遺
物
の
廃
棄
溝
と
し
て
機
能
す
る
。
こ
の
溝
の
西
側
に
、

張
出
部
を
も

つ
円
形
周
溝
墓
が
造
ら
れ
る
。
そ
し
て
張
出
部
西
側

の
溝
15
も
円
形

周
溝
墓
に
併
行
す
る
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
溝
13
は
機
能
的
に
は
衰
退
す
る
が
、

引
き
続
き
上
層
部

に
遺
物
が
廃
棄
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
東
側
に
方
形
周
溝
墓
8

・

9
が
造
ら
れ
る
。
今
回
の
調
査
区
で
は
、
方
形
周
溝
墓
の
最
終
段
階

の
も
の
で
あ

弥生時代後期中葉 溝4・13・17・2!などがっ くられ る

＼4
づ

激

、黛

る
。
虎
姫
小
学
校
プ
ー
ル
付
近
で
は
、
こ
の
時
期
に
該
当
す
る
東
西
方
向
の
大
溝

が
検
出
さ
れ
、
掘
立
柱
建
物
も
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。

(5
)
庄
内
式
併
行
期
後
半
以
降

庄
内
式
併
行
期
後
半
以
降
で
は
、
今
回
の
調
査
区
内
で
検
出
し
た
溝
7
の
最
上

層
を
流
れ
る
溝
5
と
、
溝
15
に
切
り
A
口
う
溝
16

・
土
坑
18
と
、
溝
27
が
該
当
す
る
。

前
段
階
の
大
溝
は
、
こ
の
時
期
に
も
機
能
し
て
い
る
。
居
住
域
は
引
き
続
い
て
小

学
校
付
近
に
推
定
で
き
、
そ
の
東
側
に
墓
域
が
あ
る
。

そ
の
他
、
五
村
遺
跡
で
は
、
弥
生
時
代
前
期
の
土
器
片
や
布
留
式
の
影
響
を
受

け
た
土
器
片
と
、
5
世
紀
末
葉
か
ら
6
世
紀
代
の
須
恵
器
片
が
出
土
し
て
い
る
。

周
辺
部
に
当
該
期
の
集
落
が
展
開
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

一 」■■【」■■L一
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六
、
遺
構
配
置
の
特
色

五
村
遺
跡
の
遺
構

の
時
間
的
な
変
遷
は
、
前
章
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
こ
こ
で
は
、

こ
の
成
果
を
基
に
し

て
、
今
回
調
査
し
た
五
村
遺
跡

の
遺
構

配
置
の
特
色
に

つ
い
て
整
理
し
て
み
た
い
。

(1
)
区
画
溝
の
存
在

五
村
遺
跡
に
お
い
て
特
色
が
あ
る
の
は
、
遺
構
の
配
置
で
あ
ろ
う
。
今
回
の
調

査
区
で
は
、
溝
6
が
調
査
区
を
二
等
分
す
る
よ
う
に
南
北
に
走
り
、
そ
れ
に
並
行

し
て
溝
7
が
延
び
、
途
中
で
「
」
」字
形
に
東
に
折
れ
て
続
く
。
さ
ら
に
北
側
に
は
、

溝
13
が
掘
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
溝
6
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
存
在
す
る
が
、
溝
7
と

は
連
接
せ
ず
、
手
前
で
止
ま
っ
て
い
る
。
溝

の
掘
削
順
序
は
、
出
土
遺
物
か
ら
の

判
断
で
は
、
溝
13
か
ら
溝
7
へ
、
少
し
遅

れ
て
溝
6
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
弥

生
時
代
後
期
後
葉
か
ら
終
末
期
に
か
け
て
は
共
存
し
て
い
た
。
さ
ら
に
庄
内
式
併

行
期
最
古
段
階
に
お
い
て
も
そ
れ
を
残
し

て
い
た
。

各
溝
は
お
互
い
に
並
行
や
直
角
を
守

っ
て
造
ら
れ
て
お
り
、
規
則
性
が
認
め
ら

れ
る
。
こ
れ
は
、
第

一
に
墓
域
を
区
画
す

る
役
割
が
大
き
い
と
判
断
し
て
い
る
。

溝
7
の
中
に
は
、
方
形
周
溝
墓
1
～
7
が
あ
り
、
溝
13
と
溝
7
の
範
囲
に
は
方
形

周
溝
墓
8

・
9
が
造
ら
れ
る
の
は
偶
然
で
は
な
い
。
溝

の
配
置
か
ら
す
れ
ば
、
溝

7
の
掘
削
の
後
に
、
溝
13
が
溝
7
を
意
識

し
て
造
ら
れ
た
状
況
が
推
定
で
き
る
が
、

出
土
遺
物
か
ら
は
断
定
で
き
な
い
。
従

っ
て
、
溝
7
は
溝
13
と
同
時
か
、
あ
る
い

は
さ
ほ
ど
時
間
差
を
も
た
ず
に
掘
削
さ
れ
た
結
果
、
溝
同
士
が
切
り
合
う
こ
と
な

く
存
在
し
、
か

つ
方
向
を

一
に
し
て
存
在
し
、
さ
ら
に
溝
と
の
間
に
空
間
を
残
し

た
と
理
解
す
る
の
も
可
能

で
あ
ろ
う
。

溝
6
に
つ
い
て
は
、
確
実
に
溝
7
と
溝
13
の
後
に
掘
削
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。
溝
7
と
溝
13
の
方
向
を
意
識
し
て
、
両
溝
と
の
間
に
距
離
を
空
け
て
掘

削
さ
れ
、
そ
の
西
側
に
円
形
周
溝
墓
が
築
か
れ
て
い
る
。
溝
6
は
、
溝
7
が
東
側

に
折
れ
曲
が
る
箇
所
に
関
係
な
く
、
三
m
の
間
隔
を
も
た
せ
て
併
走
し
、
調
査
区

の
北
端
ま
で
築
か
れ
て
い
る
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
こ
の
間
隔
は
意
識
的

に
開
け
、
機
能
し
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。

一
に
は
道
等
の
施
設
で
あ
り
、
一
一に

は
調
査
区
の
東
部
と
西
部
の
再
区
画
、
言
い
換
え
れ
ば
方
形
周
溝
墓
群
と
円
形
周

溝
墓
を
よ
り
明
確

に
区
画
、
区
分
し
た
と
推
測
で
き
る
。
こ
れ
は
、
円
形
周
溝
墓

の
西
側
に
溝
15
が
掘
削
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
、
円
形
周
溝
墓
が
位
置
す

る
区
域
を
新
た
に
区
画
し
て
い
る
。

従

っ
て
こ
れ
ら
の
溝
は
計
画
的
に
掘
削
さ
れ
、
墓
域
を
区
画
す
る
区
画
溝
と
し

て
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
溝
に
よ

っ
て
大
き
く
居
住
域
や
生
産
活
動
の

空
間
か
ら
区
画
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
道
と
溝
は
墓
域
と
居
住
空
間
を
結
ん
で
、
機

能
的
に
連
接
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(2
)区
画
溝
の
検
討

墓
域
や
周
溝
墓
を
画
す
る
区
画
溝
は
、
他
地
域
に
も
存
在
し
て
い
る
。
関
東
地

　け
　

方
の
類
例
に
つ
い
て
は
、
福
田
聖
氏
が
論
考
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
墓
域

に
伴
う
溝
は
、
大
き
く
墓
域
全
体
を
区
切
る
区
画
溝
、
墓
域
内
を
細
区
画
す
る
溝
、
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周
溝
墓
同
士
を

つ
な
ぐ
連
結
溝

に
分
か
れ
る
と
い
う
。
連
結
溝
は
、
数
基
ご
と
で

ま
と
ま
る
周
溝
墓
群
を
連
結
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
世
帯
等
の
関
係
を
示
し
た
も
の

と
推
測
し
て
い
る
。
本
遺
跡
で
は
、
こ
う
し
た
連
結
溝
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
区
画
溝
の
検
討
の
み
を
行
い
た
い
。
福
田
聖
氏
に
よ
る
と
、
区
画
溝
は
大
き

く
次

の
三
類
型
に
分
か
れ
る
と
い
う
。

の
、
墓
域
の
造
営
段
階
か
ら
掘
削
さ
れ
た
も
の
。

口
、
周
溝
墓
造
営
途
中
か
ら
掘
削
さ
れ
、
そ
の
後

の
方
向
を
規
制
す
る
も
の
。

口
、
方
形
周
溝
墓
群
内
の
区
画
を
行

っ
た
も
の
。

こ
う
し
た
分
類
を
当

て
は
め
る
と
、
五
村
遺
跡
で
は
こ
の
中

の
O
と
口
が
該
当

す
る
。
そ
の
中

で
も
O
の
造
墓
前
か
ら
の
溝
の
区
画
が
人
き
な
特
色
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
溝

で
区
画
さ
れ
た
地
区
は
、
大
き
く
3
地
区
に
な
る
。
溝
7
と
溝
13
で

区
画
さ
れ
た
「北
東
区
画
」
、
溝
7
で
囲
ま
れ
た
「南
東
区
画
」、
さ
ら
に
溝
6
と
溝

15
で
区
画
さ
れ
た
「
西
区
画
」
で
あ
る
(第
七
図
)。
北
東
区
画

で
は
、
溝
13
か
ら
弥

生
時
代
後
期
中
葉
か
ら
後
葉
頃
の
土
器
が
出
上
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
方
形
周

溝
墓
8

・
9
は
庄
内
式
併
行
期
占
段
階
に
比
定
で
き
る
た
め
、
区
画
の
後

に
方
形

周
溝
墓
が
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
し
か
し
、
こ
の
北
側
地
域
で
は
弥
生
時

代
中
期
後
半
代

の
方
形
周
溝
墓
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
段
階
か
ら
溝
の
掘
削

が
行
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
り
、
e
の
分
類
と
も
矛
盾
し
な
い
。
そ
し
て
、
溝
13
は

長
期
間
に
亘
り
機
能
し
て
、
方
形
周
溝
墓
8

・
9
が
築
か
れ
た
段
階
ま
で
区
画
溝

の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

南
東
区
画
で
は
、
溝
7
と
こ
の
中

の
方
形
周
溝
墓
群
の
遺
物
は
ほ
ぼ
同
時
期

で
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あ
る
。
南

・
東
側
の
範
囲
や
状
況
が
不
明

の
た
め
断
定
で
き
な
い
が
、
周
溝
墓
が

溝

の
方
向
に
ほ
ぼ
沿

っ
て
造
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
溝
の
掘
削
後
に
周
溝
墓

の

造
営
が
始
ま

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
右
記
の
O
に
属
す
る
。

西
区
は
、
溝
6
の
掘
削
が
行
わ
れ
た
後

に
円
形
周
溝
墓
が
築
か
れ
て
い
る
こ
と

が
確
実
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
東
西
を
大

き
く
分
け
る
こ
の
溝
の
意
義
は
重
要

で

あ
る
。
ま
た
、
明
確
な
時
期
差
は
認
め
が
た
い
が
、
溝
15
は
円
形
周
溝
墓
と
ほ
ぼ

同
時

で
あ
り
、
円
形
周
溝
墓
の
後
に
掘
削

さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
前
記
の
O
に
該
当
す
る
。

以
L
の
こ
と
か
ら
、
五
村
遺
跡
の
区
画
溝
は
周
溝
墓
の
築
造
前
、
あ
る
い
は
ほ

ぼ
並
行
し
て
築
か
れ
た
と
す
る
事
が
で
き
る
。
そ
れ
も
、
長
期
間
存
続
し
た
溝
も

存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
に
長
期
的

展
望
を
も

っ
て
設
定
さ
れ
た
こ
と
が
窺

え
る
の
で
あ
る
。

西
日
本
の
こ
う
し
た
墓
域
を
画
す
る
区
画
溝

に
つ
い
て
の
類
例
は
、
現
段
階

で

は
収
集
し
て
い
な
い
が
、
周
溝
墓
の
周
辺

に
河
川
状
遺
構
を
伴
う
も
の
は
多
く
存

在
す
る
。
長
浜
市
大
戌
亥

・
鴨
田
遺
跡
や
越
前
塚
遺
跡
に
お
い
て
も
、
河
川
状
遺

構
が
周
溝
墓
と
切
り
合
う
こ
と
な
く
存
在

し
て
い
る
た
め
、
こ
う
し
た
遺
構
が
区

画
の
性
格
の

一
部
を
担

っ
て
い
た
可
能
性

は
充
分
あ
る
が
、
五
村
遺
跡
の
よ
う
に

明
確
な
目
的
に
よ
っ
て
掘
削
さ
れ
た
も
の

で
は
な
い
点
が
異
な
る
。
集
落
に
お
け

る
区
画

・
計
画
性
に
つ
い
て
の
是
非
は
今
後

の
検
討
課
題
で
あ
る
。

(3
)
大
区
画
と
小
区
画
溝

一
方
、
こ
の
今
回
の
調
査
区
で
は
、

こ
れ
ら
の
区
画
溝
の
他
に
、
小
規
模
な
溝

が
存
在
す
る
こ
と
が
判
る
。
遺
構

の
遺
存
度
が
悪
い
た
め
に
具
体
的
な
位
置
付
け

は
難
し
い
が
、
こ
の
中
の
溝
の
い
く

つ
か
に

つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

北
東
区
画
中
に
は
、
方
形
周
溝
墓
8

・
9
が
東
西
に
並
び
、
そ
の
東
側
に
溝
14

が
存
在
す
る
。
溝
14
は
、
溝
13
と
ほ
ぼ
並
行
す
る
が
、
南
側
で
東
側
に
触
れ
る
。

溝
内
の
出
土
土
器
は
弥
生
時
代
後
半
か
ら
末
葉
で
あ
り
、
溝
13
の
出
土
土
器
の

一

部
よ
り
は
や
や
下
る
が
、
同
時
期
に
併
存
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
溝
14

が
区
画
さ
れ
た
墓
域
内
に
あ
る
こ
と
、
溝
13
と
ほ
ぼ
並
行
す
る
こ
と
、
方
形
周
溝

墓
9
と
切
り
合
う
こ
と
な
く
周
溝
墓
の
東
側
に
隣
接
し
て
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘

で
き
る
。
こ
う
し
た
点
は
、
こ
の
溝
が
周
溝
墓
群
や
造
墓
行
為
と
大
き
く
関
係
し

て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

溝
14
は
南
半
分
が
東
に
触
れ
て
延
び
て
い
る
。
こ
れ
は
、
溝
7
の
北
東
部
分
が

こ
の
部
分
で
折
れ
曲
が
り
、
南
に
方
向
を
変
換
す
る
の
と
付
随
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
溝
14
は
、
溝
7
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
可
能
性
も
あ
り
、
北
東

区
画
の
中
で
の
規
則
性
を
も

っ
て
、
溝
7
と
13
を
意
識
し
て
掘
削
さ
れ
た
こ
と
が

読
み
と
れ
る
。
墓
域
の
中
で
そ
の
存
在
意
義
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

溝
14
は
北
東
区
画
の
中
を
細
区
画
し
た
小
区
画
の
溝
の
可
能
性
が
も
た
れ
る
の
で

あ
る
。
そ
の
西
側
に
は
、
方
形
周
溝
墓
8

・
9
が
築
か
れ
る
。

こ
う
し
た
小
区
画

の
溝
は
、
福
田
氏
の
「墓
域
内
を
細
区
画
す
る
区
画
溝
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

大
区
画
と
共
に
、
細
区
画
す
る
溝
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
で
は
遺
存
状
態
が
悪
く
、
そ
の
他
の
溝
等
の
遺
構
に
つ
い
て
は
不

明
な
点
が
多
い
が
、
西
区
北
半
の
溝
18

・
20

・
25

・
29
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
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こ
れ
ら
の
溝
は
幅
が
狭
く
、
深
さ
も
さ
ほ
ど
無
い
。
出
土
遺
物
は
溝
7

・
13
と
同

じ
く
、
弥
生
時
代
後
期
中
葉
が
考
え
ら
れ
る
。
溝
の
方
向
は
東
西
に
延
び
、
ほ
ぼ

並
行
し
て
い
る
。
溝
の
東
端
は
溝
7
の
北

西
部
で
結
合
す
る
と
考
え
ら
れ
、
南
東

区
画
の
中
ま
で
は
進
入
し
な
い
。
ま
た
、
溝
18
と
溝
20
を
延
長
す
る
と
、
溝
13
と

溝
7
の
開
口
部
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
溝
が
大
区
画
の
墓
域
と
有
機

的
に
関
係
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

特
に
、
溝
18
の
北
側
に
は
土
墳
墓
が
三
基
存
在
し
て
い
る
。
今
調
査
区

で
土
墳

墓
の
存
在
を
確
認

で
き
た
の
は
こ
の
地
域

の
み
で
あ
る
た
め
、
溝
18
は
土
墳
墓
域

を
区
画
す
る
役
割
が
推
測
で
き
る
。
区
画
と
し
て
存
在
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
外
区

や
周
辺
部
の
状
況
も
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
溝
18

・
20

・
25

・
29
は
、
平

行
し
て
溝
7
の
方
向

に
延
び
、
場
A口
に
よ
れ
ば
道
等
の
性
格
が
指
摘

で
き
る
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
溝
6

・
7
に
挟
ま
れ
た
よ
う
な
強
固
な
も
の
で
は
な
い

点
が
異
な
る
。
方
形
周
溝
墓
群
の
外
区
で
は
あ
る
が
、
溝
14
の
よ
う
な
小
区
画
溝

の
役
割
を
し
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

こ
の
他

に
、
調
査
区
で
は
小
規
模
の
溝

や
、
後
代
の
溝
も
存
在
す
る
が
、
明
確

な
区
画
と
い
う
点

に
お
い
て
不
明
瞭
で
あ

る
。
方
形
周
溝
墓
8
の
南
西
隅
が
溝
状

に
南
に
延
長
す
る
が
、
こ
う
し
た
痕
跡
を
福
田
氏
が
説
く
よ
う
な
群
単
位
を
区
切

る
連
結
溝
と
す
る
に
は
、
説
得
性
に
乏
し

い
。

(
4
)溝
の
区
画
と
墓
の
配
置

溝

で
区
画
さ
れ
た
三
地
区
に
は
周
溝
墓

が
築
か
れ
て
い
た
。
南
東
区
画
に
は
、

方
形
周
溝
墓
1
～
7
が
造
ら
れ
て
お
り
、
北
東
区
画

に
は
方
形
周
溝
墓
8

・
9
が

存
在
す
る
。
さ
ら
に
、
西
区
画
に
は
円
形
周
溝
墓
が
造
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は

溝
の
区
画
と
周
溝
墓

の
位
置
関
係
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

南
東
地
区

の
方
形
周
溝
墓
1
～
7
は
、
周
溝
墓
の
築
造
順
序
を
求
め
る
に
は
、

出
土
遺
物

の
量
や
遺
構

の
遺
存
度
か
ら
し
て
不
可
能
に
近
い
。
全
体
の
配
置
と
し

て
は
、
大
き
く
北
群
と
南
群
に
分
か
れ
る
(第
七
図
)
。
南
群
の
ー

・
2

・
7
は
、

ほ
ぼ
東
西
に
並
ん
で
存
在
す
る
が
、
1

・
2
の
間
は
少
し
空
く
。
2
と
7
は
近
接

し
て
築
か
れ
、
そ
の
北
側
に
3
が
隣
接
し
て
存
在
す
る
た
め
、
群
構
成
と
し
て
は

ー
と
2

・
3

・
7
の
二
群
に
細
分
で
き
る
。
1
に
つ
い
て
は
南
側
に
連
接
し
て
周

溝
墓
が
存
在
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
溝
7
の
方
向
と
比
較
的
並
行

し
て
築
か
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
り
、
規
則
性
を
認
め
る
。

北
群
の
4
～
6
は
、
や
や
変
則
的
で
あ
る
。
5

・
6
は
溝
7
に
並
行
し
て
規
則

的
に
築
造
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
4
の
み
方
向
を
変
え
て
い
る
。
方
向
は
違
う
が
、

4
は
他
の
周
溝
と
切
り
合
う
こ
と
が
な
い
た
め
、
近
接
時
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

北
群
と
南
群
と
し
た
中
間
に
は
、
明
確
な
方
形
周
溝
墓
は
存
在
し
な
い
。
や
や

後
出
の
時
期
の
不
整
形
の
土
坑
や
溝
状
遺
構
が
あ
る
が
、
周
溝
墓
の
可
能
性
は
無

い
と
考
え
ら
れ
る
。
仮
に
こ
の
空
間
に
墓
が
存
在
し
な
い
な
ら
ば
、
造
墓
の
予
定

を
残
し
て
、
未
使
用
の
空
問
の
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
南

・
北
群
の
あ
り
方

が
当
時
の
状
態
を
示
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
造
墓
に
は
各
世
帯
ご
と
に
場
所
が
決

ま

っ
て
お
り
、
そ
の
指
定
さ
れ
た
空
間
に
連
続
し
て
営
ま
れ
、
三
基
前
後
を

一
つ

の
基
準
に
し
て
群
を
構
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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溝
13
と
溝
7
に
囲
ま
れ
た
北
東
区
画
に
は
、
方
形
周
溝
墓
8

・
9
が
あ
る
。

こ

の
地
域
は
北
東
区
画
の
南
辺
に
当
た
る
た
め
、
北
側
の
状
況
は
わ
か
ら
な
い
が
、

南
東
区
画
と
同
様
に
、
溝
13
と
溝
7
が
並
行

・
直
交
し
て
規
則
的
に
築
か
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
前
述
の
よ
う
に
小
区
画
溝
と
し
た
溝
14
に
挟
ま
れ
た
中
に
、
二
基

の

周
溝
墓
が
築
か
れ
る
。
特

に
方
形
周
溝
墓
8
は
、
溝
に
隣
接
し
て
並
列
し
て
造
ら

れ
て
い
る
。
周
溝
墓
群
の
時
期
は
、
南
東
区
画
よ
り
は
新
し
く
、
庄
内
式
最
古
段

階
に
並
行
す
る
。
こ
の
場
所
が
北
東
区
画

の
南
辺
に
あ
た
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

こ
の
地
区
の
造
墓
は
北
方
向
か
ら
始
ま
り
、
次
第
に
南
下
し
て
北
東
区
画

の
中

で

も
最
終
段
階
を
迎
え
た
段
階

に
8

・
9
が
造
ら
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

重
要
な
点
は
、
溝
13
の
南
辺
部

に
あ
る
開
口
部
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
溝
を
繋

げ
る
こ
と
な
く
約
二
m
ほ
ど
開
け
て
い
る
。
ま
た
、
溝
14
の
南
端
部
も
そ
う
し
た

可
能
性
も
あ
る
。
特
に
溝
13
と
溝
7
の
開

口
部
は
、
南
北
の
道
、
あ
る
い
は
西
側

か
ら
の
道
(溝
18

・
20

・
25

・
29
)
と
関
係
し
て
、
墓
域

へ
の
出
入
り
口
に
あ
た
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
方
形
周
溝
墓
8

・
9

へ
は
、
こ
の
出
入
り
口
を
通

じ
て
進
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
区
画
溝
と
周
溝
墓
の
有
機
的
な
位
置
関
係
が
指
摘

で
き
る
の
で
あ
る
。

西
区
画
に
あ
る
円
形
周
溝
墓
は
、
方
形
周
溝
墓
群
か
ら
区
別
さ
れ
て
い
る
点
が

重
要
で
あ
ろ
う
。
方
形
周
溝
墓
8
は
、
円
形
周
溝
墓
に
き
わ
め
て
近
い
時
期
で
あ

る
が
、
あ
く
ま
で
も
溝
7
と
13
、
溝
14
に
よ

っ
て
大
き
く
区
画
さ
れ
た
中
に
存
在

し
、
方
形
周
溝
墓
9
と
共
存
し
て
い
た
。

し
か
し
円
形
周
溝
墓
は
、
溝
7

・
13
の

西
側
に
溝
6
を
加
え
、
こ
れ
ま
で
の
墓
域

か
ら
さ
ら
に
二
重
に
区
画
さ
れ
た
中
に

造
ら
れ
た
様
相
を
呈
す
る
。
既
存
の
溝
7

・
13
で
も
充
分
な
区
画
と
判
断
で
き
る

が
、
加
え
て
並
行
す
る
溝
6
を
掘
削
し
、
溝
6
と
溝
7
の
間
は
約
三

m
ほ
ど
の
道

状

の
空
間
を
設
け
て
い
る
。
こ
の
道
が

一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち

こ
の
道
は
、
東
側
墓
域

へ
の
進
入
や
南
北
通
行
の
目
的
が
読
み
と
れ
、
道
が
意
識

的

に
造
ら
れ
た
様
子
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
こ
の
溝
と
道
は
、
円
形
周
溝
墓
内
の
通

行
や
進
入
を
防
ぐ
役
目
を
兼
ね
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、

円
形
周
溝
墓
の
北
側
に
存
在
し
た
前
段
階
の
溝
は
、
方
形
周
溝
墓
群
内

へ
の
進
入

経
路
が
西
か
ら
も
存
在
し
た
可
能
性
を
示
し
て
お
り
、
溝
6
は
そ
れ
を
寸
断
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
円
形
周
溝
墓
は
、
特
に
再
区
画
さ
れ
た
中
に
規
模
を
大

き
く
し
て
、
張
出
し
を
付
設
し
て
築
か
れ
て
い
る
。
溝
6
は
、
円
形
周
溝
墓
の
直

前

の
段
階
の
掘
削
で
あ
る
が
、
円
形
周
溝
墓
に
沿
う
よ
う
に
延
び
て
お
り
、
溝
と

周
溝
墓
と
の
相
関
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
円
形
周
溝
墓
の
西
側
に
は
、
南

北

に
延
び
る
溝
15
が
掘
削
さ
れ
、
西
側
が
区
画
さ
れ
て
る
。
た
だ
し
、
円
形
周
溝

墓

の
北
側

に
つ
い
て
は
広
い
空
間
が
残
り
、
や
や
問
題
を
残
す
が
、

こ
の
箇
所

に

は
当
該
期

の
遺
構
が
築
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
地
域

に
は
、

連
続
し
て
周
溝
墓
を
築
造
す
る
計
画
が
あ

っ
た
可
能
性
も
考
え
て
お
き
た
い
。

西
区
画
に
築
か
れ
た
円
形
周
溝
墓
は
、
長
軸
を
東
西
に
も
ち
、
張
り
出
し
部
が

西
側

に
付
く
。
中
心
軸
は
溝
6
と
直
交
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
も
偶
然
と
は

言
え
ず
、
溝

の
区
画
に
伴

っ
た
造
営
計
画
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
西
側
か
ら
の

経
路

の
可
能
性
は
、
溝
18

・
20

・
25

・
29
の
あ
り
方
か
ら
予
想
さ
れ
る
が
、
あ
え
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て
前
段
階
の
方
形
周
溝
墓
群
の
前
面
に
配
置
し
た
こ
と
が
、

に
と

っ
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

七
、
張
出
付
き
円
形
周
溝
墓
の
成
立

円
形
周
溝
墓
の
造
営

五
村
遺
跡

で
の
墓
域
の
変
遷
と
位
置
関
係
は
前
述

の
通
り
で
あ
る
が
、
円
形
周

溝
墓
成
立
段
階
を
見
る
と
、
き
わ
め
て
重
要
な
事
実
が
あ
る
。
方
形
周
溝
墓
8
の

存
在

で
あ
る
。
方
形
周
溝
墓
8
は
、
周
溝
を
全
周
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
東
側
の

中
央
部
が
掘
削
さ
れ
て
い
な
い
の
が
特
徴

で
あ
る
。

こ
れ
は
、
五
村
遺
跡
の
周
溝

墓
に
は
見
ら
れ
な
い
形
態
で
あ
る
。
遺
構

の
遺
存
度
の
悪
さ
か
ら
く
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
は
、
周
溝
墓
の
溝
が
あ
る
程
度

深
く
残

っ
て
い
る
点
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
り
、
意
識
的
に
開
口
部
を
設
け
て
い
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
が
周
溝
墓

の
中
軸
線
を
意
識
し
た
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
溝
の
掘
削
に
あ
た

っ
て
企
画
が

存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

方
形
周
溝
墓
8
は
、
円
形
周
溝
墓
の
よ
う
に
突
出
す
る
張
出
部
を
付
け
る
ま
で

に
は
至
ら
な
い
が
、
こ
う
し
た
規
格
は
入
り
口
部

・
正
面
と
し
て
の
意
識
が
存
在

し
て
、
開
口
部
を
付
設
さ
せ
た
可
能
性
が
強
い
と
考
え
る
。
方
形
周
溝
墓
の
正
面

観
や
、
そ
れ
に
伴
う
機
能
的
な
性
格
が
形
態
の
上
で
萌
芽
し
た
段
階
で
あ
ろ
う
。

直
後

に
築
造
さ
れ
た
円
形
周
溝
墓
に
は
、
周
溝
を
掘
り
残
し
た
状
態
で
、
未
発
達

な
張
出
し
が
存
在
し
て
い
る
。
五
村
遺
跡
内
で
は
、
そ
の
成
立
過
程
を
埋
め
る
す

べ
て
の
資
料
は
無
い
が
、
方
形
周
溝
墓
8
か
ら
円
形
周
溝
墓

へ
の
移
行
は
き
わ
め

て
示
唆
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
五
村
遺
跡
で
は
、
張
出
し
を
有
す
る
周
溝
墓
の

前
段
階
に
は
、
方
形
周
溝
墓
8
の
よ
う
も
の
が
あ
り
、
そ
の
直
後

に
大
型
の
張
出

し
を
も

つ
円
形
周
溝
墓
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
五
村
遺
跡

の
場
合
は
、
双
方
の
規
模
が
異
な
る
点
、
方
形
と
円
形
の

違
い
か
ら
く
る
系
譜
等

の
問
題
が
課
題
と
し
て
残
る
が
、
当
該
期
の
墓
の
正
面
観

の
表
現
の
変
遷
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

一
方
、
円
形
周
溝
墓

の
張
出
し
は
、
細
く
直
線
的
に
延
び
、
先
端
部
が
わ
ず
か

に
幅
の
狭
い
溝

に
よ

っ
て
区
画
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
っ
た
。
ま
た
、
周
溝
は

ほ
ぼ
円
形
に
巡
り
、
張
出
部
付
近
の
周
溝
が
拡
大
さ
れ
た
り
、
円
形
の
平
面
形
を

著
し
く
変
え
る
こ
と
な
く
造
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
形
態
は
、
豊
中
市
服
部
遺
跡
や

長
浜
市
鴨
田
遺
跡

の
よ
う
に
円
形
に
巡
る
周
溝
を
拡
張

・
変
造
さ
せ
た
も
の
で
は

な
く
、
円
形
周
溝
墓
の
延
長
的
存
在
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
張
出
部
先
端

の
溝
が
な
け
れ
ば
、
滋
賀
県
近
江
町
西
円
寺
遺
跡
の
よ
う
に
、
円
形
周
溝
墓
の

一

部
を
掘
り
残
し
て
陸
橋
状
に
付
し
た
形
態
に
近
く
な
る
。

　り
　

こ
う
し
た
特
徴
は
、
す
で
に
森
岡
秀
人
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
未
発
達

の
張
出
(突
出
)
部
と
し
て
位
置
づ
け
れ
ば
、
そ
の
変
遷
が
合
理
的
に
理
解
で
き
る
。

鴨
田
遺
跡
の
よ
う
に
「
ハ
」
の
字
形
に
開

い
て
延
び
た
形
態
よ
り
は
、
前
段
階
と
し

て
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
後
に
は
奈
良
県
纏
向
石
塚
遺
跡
の

よ
う
に
発
展
し
て
い
く
過
程
が
形
態
上
か
ら
は
推
測
で
き
る
。

張
出
し
を
も

つ
円
形
周
溝
墓
は
、
丸
山
雄
二
氏
に
よ
れ
ば
滋
賀
県
内
で
は
長
浜

市
鴨
田
と
五
村
遺
跡
の
二
例
が
存
在
し
、
前
方
後
方
形
を
呈
す
る
周
溝
墓
は

一
〇
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例
確
認
で
き
る
と
い
う
。
張
出
し
を
も

つ
円
形
周
溝
墓
は
、
お
お
む
ね
前
方
後
方

形
の
も
の
よ
り
も
前
段
階
の
可
能
性
が
あ
り
、
直
後

に
前
方
後
方
形
の
周
溝
墓
が

各
地

に
造
ら
れ
て
い
る
。
東
海
地
方
に
近
接
す
る
当
地
方

の
、
複
雑
な
交
流
関
係

が
存
在
す
る
点
を
指
摘
お
き
た
い
。

お
わ
り

に

五
村
遺
跡
は
、
過
去
の
調
査
に
よ

っ
て
、
巴
形
銅
器
や
梯
子
等
の
木
製
品
を
出

土
し
た
遺
跡
と
し
て
、
こ
の
地
方
を
代
表
す
る
中
心
的
な
集
落
と
し
て
注
目
を
集

め

て
い
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
小
範
囲

の
調
査

で
あ

っ
た
た
め
に
、
そ
の
実
体

は
不
明

の
部
分
が
多
か

っ
た
。
今
回
の
五
村
遺
跡
の
調
査

で
は
、
弥
生
時
代
後
期

か
ら
庄
内
式
並
行
時
期
に
か
け
て
の
墓
域
を
中
心
と
す
る
遺
構

の
存
在
が
明
ら
か

に
な

っ
た
。
そ
の
概
要
は
本
稿
の
通
り
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
断
片
的
に
わ
か

っ

て
い
た
居
住
域
や
墓
域
と
の
関
連
性
が
、
時
代
的
な
変
遷
の
中

で
あ
る
程
度
把
握

す
る
こ
と
が
可
能

に
な

っ
た
。

出
土
遺
物

で
は
、
円
形
周
溝
墓
の
供
献
土
器
や
木
製
品
の
他
、
竪
櫛
や
石
杵
等

の
類
例

の
少
な
い
も
の
が
あ
り
、
祭
祀
的
性
格
と
関
係
し
て
破
棄
さ
れ
た
も
の
と

し
て
位
置
づ
け
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
く
に
石
杵
に

つ
い
て
は
、
墓
制
と
の

関
わ
り
が
強
く
認
め
ら
れ
、
円
形
周
溝
墓

の
伝
播
と
同
時
に
、
祭
式
と
し
て
伝
わ
っ

た
遺
物
と
し
て
認
識

で
き
た
。

今
回
検
出
し
た
遺
構
は
、
墓
域
を
画
す

る
区
画
溝
と
そ
の
中
に
造
ら
れ
た
方
形

周
溝
墓
群
と
、
円
形
周
溝
墓
等
で
あ
る
。
区
画
溝
は
周
溝
墓
を
囲
む
よ
う
に
整
然

と
掘
削
さ
れ
、
周
溝
墓

の
築
造
前
に
設
定
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、
弥
生
時
代
中

期
末
か
ら
後
期
、
庄
内
式
の
段
階
ま
で
長
期
間
に
わ
る
周
溝
墓
が
造
ら
れ
て
お
り
、

計
画
的
に
設
定
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
さ
ら
に
、
区
画
内
の
小
群
を

画
す
る
小
区
画
溝

の
存
在
の
可
能
性
も
指
摘
し
た
。

こ
う
し
た
区
画
は
、
旧
い
墓
が
意
識
さ
れ
続
け
、
長
期
間
墓
域
と
し
て
存
続
し

て
い
た
。
方
形
周
溝
墓
は
、
三
基
前
後
が

一
つ
の
群
を
構
成
し
、
規
則
性
を
も

っ

て
造
ら
れ
て
い
た
。
区
画
の
中
は
不
規
則
に
周
溝
墓
を
造
営
す
る
の
で
は
な
く
、

世
帯
等
に
割
り
当

て
ら
れ
た
空
間
が
存
在
し
、
そ
の
範
囲
に
規
則
的
に
墓
が
造
ら

れ
て
い

っ
た
様
子
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
溝
6
の
区
画
溝
は
、
円
形
周

溝
墓
の
造
営
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
他

の
墓
域
と
の
隔
絶
化
が
認
め
ら
る
点
に

お
い
て
、
前
段
階

の
区
画
溝
と
性
格
を
違
え
て
い
る
。
円
形
周
溝
墓
を
盟
主
的
な

人
物
の
墓
と
す
れ
ば
、

こ
の
段
階
に
お
い
て
さ
ら
な
る
再
区
画
の
意
味
が
あ

っ
た
。

集
落
の
区
画
に

つ
い
て
は
、
既
に
弥
生
時
代
前
期
よ
り
集
落
を
画
す
る
環
濠
が

存
在
す
る
。
集
落
の
空
間
構
造

の
モ
デ
ル
は
、
基
本
生
活
領
域
が
中
心
部
に
あ
り
、

そ
の
外
側
に
外
帯
空
間
、
機
能
空
間
、
キ
ャ
チ
メ
ン
ト

エ
リ
ア
、
外
界
が
存
在
し
、

　れ
　

そ
の
中
を
道
が
通
じ
る
と
い
う
。

こ
の
中

で
墓
域
は
外
帯
空
間
に
属
し
、
そ
の
内

側
に
居
住
域
(生
活
施
設
)
が
あ
る
と
い
う
。
五
村
遺
跡

で
は
、
時
期
的
な
諸
問
題

は
あ
る
が
、
居
住
域
、
墓
域
、
区
画
溝

で
造
ら
れ
た
道
が
明
ら
か
に
な
り
、
こ
う

し
た
モ
デ
ル
に
符
合
す
る
。
さ
ら
に
、
各
空
間
を
よ
り
明
確
に
し
た
、
こ
こ
で
は

居
住
域
と
墓
域
、
墓
域
と
キ
ャ
チ
メ
ン
ト
エ
リ
ア
を
画
し
た
区
画
溝
が
よ
り
良
好
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検
出
さ
れ
た
例
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

五
村
遺
跡
で
は
、
張
出
し
付
き
の
円
形
周
溝
墓
の
前
段
階
に
、
形
態
的
に
系
譜

の
た
ど
れ
る
可
能
性
を
も

つ
方
形
周
溝
墓
が
存
在
し
て
い
た
。
方
形
周
溝
墓
8
が

直
接
の
系
譜
で
は
な
い
が
、
直
前
の
段
階

に
こ
う
し
た
例
を
認
め
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。
円
形
周
溝
墓
は
、
張
出
部
が
未
発
達
な
段
階
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
形

態
的

に
は
鴨
田
遺
跡
に
先
行
す
る
状
況
が
読
み
と
れ
る
も
の
の
、
明
確
な
遺
物

の

差

に
よ

っ
て
証
明
は
で
き
な
い
。
従

っ
て
、
前
方
後
方
形
の
墳
墓
を
含
め
て
、
遺

物
や
遺
構
に
よ
る
観
察
か
ら
、
そ
の
系
譜
や
成
立
、
変
遷
、
終
焉
の
あ
り
方
を
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

方
形
周
溝
墓
か
ら
張
出
付
き
の
円
形
周
溝
墓
に
移
る
点
は
異
様
で
あ
る
が
、
弥

生
時
代
終
末
の
墳
墓
に
は
様
々
な
形
態
が
認
あ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
石
川
県
旭

遺
跡
群
で
は
、
四
隅
突
出
型
墳
墓
か
ら
、
四
隅
の
切
れ
る
方
形
周
溝
墓
、
さ
ら
に

は
方
形
周
溝
墓
と
前
方
後
方
形

の
周
溝
墓

へ
と
、
時
代
の
変
遷
に
よ

っ
て
多
様
な

　め
　

形
態

の
墓
を
造

っ
て
い
る
。
特

に
、
前
方
後
方
形
の
周
溝
墓

へ
の
変
化
は
、

こ
れ

ま
で
の
伝
統
上
に
は
な
く
、
突
然
に
出
現
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
が
弥
生
時
代

終
末

の
特
徴
と
も
考
え
ら
れ
、
当
地
域
に
お
い
て
も
同
様
に
窺
え
る
の
で
あ
る
。

古
墳
出
現
前
夜
の
共
通
し
た
社
会
状
況
の
中
で
理
解
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
は
、
五
村
遺
跡
の
発
掘
調
査

・
整
理
参
加
者
全
員
の
成
果

で
あ
る
。
た
ま

た
ま
筆
者
が
執
筆
の
任
に
あ
た

っ
た
。
報
告
書
の
刊
行
か
ら
本
稿

の
成
稿

に
至
る

ま
で
に
は
、
担
当
者
の
信
里
芳
紀
(財

・
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
)
、

佐
々
木
勝
(守
山
市
教
育
委
員
会
)、
林
大
智
(石
川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
)

の
各
氏
に
、
数
々
の
助
言
、
御
指
導
を
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
同
様
に
、
清
水
千
秋
、
清
川
彩
子
、
小
橋
健
司
、
斎
藤
欣
延
、
稲
田
望
子

(
以
上
奈
良
大
学
学
生
)
の
各
氏
は
、
報
告
書
刊
行
に
至
る
ま
で
の
長
期
間
、
昼
夜

を
問
わ
ず
熱
心
に
作
業
に
取
り
組
み
、
青
春
の

一
コ
マ
を
同
書
に
刻
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
多
大
な
努
力
と
協
力
に
敬
意
を
表
し
、
合
わ
せ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
丸
山
雄
二
、
坂
本
正
裕
(長
浜
市
教
育
委
口貝
会
)、
福
井
智
英
(虎
姫
町

教
育
委
員
会
)、
徳
野
裕
明
、
徳
本
悟
、
久
田
享
(奈
良
大
学
学
生
)
、
大
西
健
吾

(多
賀
町
教
育
委
員
会
)
の
関
係
各
氏
、
お
よ
び
滋
賀
県
教
育
委
員
会
、
虎
姫
町
教

育
委
員
会

・
他
関
係
機
関
に
も
、
多
方
面
か
ら
御
指
導

・
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
紙
面
を
借
り
て
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

註
(
1
)

同
調
査

の
速
報

は
、
大

西
健

吾
「
虎
姫
町
五
村
遺
跡
発
掘
調
査
速
報
」
『
滋
賀
考

古
』

第

一
四
号

一
九
九
五
年
、

に
出
さ
れ

て
い
る
。

(
2
)

植
野
浩

三

・
信
里
芳
紀
他

『
五
村
遺
跡

1
い
き
が

い

セ

ン
タ

ー
建
設

に
伴

う
発

掘

調
査
報
告
書

ー
』

(
『虎
姫

町
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
2
集

虎
姫

町
教
育

委
員

会

一
九
九
七
年
)
。

(
3
)

谷

口
義
介

・
宮
成
良

佐

「
注
目
さ
れ

る
巴
形
銅
器

五
村
遺
跡
」
『
北
近
江

の
遺
跡
」

サ

ン
ブ

ラ
イ
ト
出
版

一
九
八
五
年
。

(
4
)

(
田
中
勝

弘

・
中

川
通
士

『
東
浅
井
郡
五
村
遺
跡
」

(『
ほ
場
整
備
関
係

発
掘

調
査

報
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告
書

」

W
1
3

滋
賀
県
教
育
委
員
会

・
(
財
)
滋

賀

県
文

化
財

保
護

協
会

一
九

八

〇
年

)
。

(
5
)

用
田
政
晴

町
虎
姫
町
五
村
遺
跡
出
ト

の
L
字
形
筒
状
上
製
品
」
『
滋

賀
県

文
化

財

だ

よ
り
」
晦
98

一
九
八
亙
年
。

(
6
)

細

川
修
平

『
虎
姫
町
互
村
遺
跡
発
掘

調
査

報
生
呈
日
』

(『
虎
姫
町
文
化

財
調

査
報

告
」

第

1
集

虎
姫
町
教
員
委
員
会

.
九

九

.
年
)
。

(
7
)

北
村
圭
弘

・
中
村
健

、「虎
御
前
山
南
麓

平
野

の
遺
跡

」

『
(
財

)
滋

賀
県

文
化

財
保

護
協

会
紀
要
』
第

4
号

、
九
九
〇
年
。

(
8
)

鈴

木
元
他

『
大
垣
市
埋
蔵
文
化
財

調
査
概

要
」
平
成
六
年
度

(
『
大

垣
市

文
化

財

調

査
報

告
書
」
第

.
一七
集

大
垣
市
教
育
委

員
会

,
九
九
六
年
)
。

(
9
)

信
里
芳
紀
「
五
村
遺
跡
出
」

の
竪
櫛

に

つ
い

て
」
前
掲
註

(2
)
文
献
。

(
)(1
)

佐

々
木
勝
「
/1
村
遺
跡
出
」

の
石
杵

に

つ
い

て
」
前
掲
註

(2
)
文
献
。

(
11
)

福
田
聖
酬
方
形
周
溝
墓
と
溝

ー
方
形
周
溝

墓
群

に
伴

う
溝

に

つ
い

て
i
」

『
研

究
紀

要
」
第

、
.
一集

(財
)
埼
長
県
埋
蔵
文
化
財

調
査
事
業
団

.
九
九
五
年
。

(
12
)

森
岡
秀
人
酬
定
型
化
以
前

の
前
方
後

円
形

墓
」
『
季

刊
考

古
学

」

第

五

.
、号

、
九

↑]
・L
一な
O

長
ノ
Z
{

(
13
)

丸
山
雄

一
、
「
北
部
近
江

に
お
け
る
張

出
し
を
有
す

る
円
形

周
溝

墓

」

前
掲

註

(
2

)

文
献
。

(
14
)

酒
井
龍

一
噛
拠
点
集
落
と
弥
生
社
会

」
『
日
本
村
落
史
講
座
」

.

.

景
観

-

原
始

・

占
代

・
中
世

雄
山
閣

、
九
九

〇
年

。

(
15
)

前
田
清
彦
他

『
旭
遺
跡
群
」

皿

松
任
市
旭

工
業

団
地
中

央
地

区

造
成

に
係

る
宮

永
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書

松
任
市
教
育
委
員
会

九
九
五
年
。
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